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                         平成３１年３月２７日 

 

豊川市議会議長 野本 逸郎 様 

 

                  産業建設委員長 柴田 輝明 

 

産業建設委員会所管事務調査報告書 

 

本委員会の所管事務についての調査結果を報告いたします。 

 

１ 調査項目 

 （１）ばらを活かしたまちづくりについて 

   本市においては、ＪＡひまわり農協のバラ部会が、栽培品種約１５０品種、

年間で１，６００万本の生産量日本一のブランドを全国に売り出し、この高

い品質・豊富な品揃えを多くの方々に周知していただくには、どのような政

策があるのか、先進事例の鹿屋市の「ばらを活かしたまちづくり」の調査を

行いました。 

 

 （２）商店街の活性化について 

   全国の自治体において、商店街の賑わいの創出については課題となって

おり、豊川市においても様々な取り組みが行われているが、全国的に先進的

な取り組みで中心市街地の商店街に新規店舗・ＩＴ企業の誘致に成功して

いる日南市油津商店街の調査を行いました。 

 

 （３）中心市街地活性化プロジェクトについて 

   本市の中心市街地の活性化に向けて、先進都市の宮崎市の取り組みの調

査を行いました。 

  

 

 

２ 調査内容 

   別紙＜調査経過＞のとおり、先進都市の視察内容を踏まえて委員間での

意見交換を行いました。 
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３ 調査結果 

（１）ばらを活かしたまちづくりについて 

①  本市の状況 

本市おいては、平成 29 年度には生産農家３７名で約１８㏊の栽培面となっ

ており、バラの出荷量、作付面積が日本一となっています。このバラを活かし

た本市のシティプロモーションに取り組むため、商工会 議所とひまわり農協

が中心となって「とよかわフラワープロジェクト」組織を設置し、イベントや

周知活動に取り組んでいます。この活動の中で、対外的にＰＲ活動をするため、

６（ろく）と２（に➡ツー）でローズの語呂合わせで、市政記念日の翌日６月

２日を「とよかわバラの日」としています。豊川市観光協会では「とよかわバ

ラ」を優れた地域資源として「とよかわブランド」認定し、産業振興、観光振

興に活用しています。農務課では、豊川産農産物のブランド化や付加価値を高

めるため、９月議会において補正予算をお願いし、「とよかわバラ」のＰＲ動

画を作成し、３月からＹｏｕＴｕｂｅ掲載。また、イオンシネマ豊川にて３月

中ＣＭ上映して、「とよかわバラ」のＰＲに努めています。市内外のイベント

において「とよかわバラ」の販売を行うなどＰＲを行なっている。 

 

 ② 先進都市の状況（鹿児島県鹿屋市） 

  ア．ばら園の設置・経緯 

    県内他市で相次いで公園整備計画が発表され、鹿屋市でも観光施設と

して特色ある公園づくりが急務となり、他市で事例のない「ばら」で 難

しいが挑戦をしたとのことです。 

  イ．ばら園の概要 

    霧島が丘公園内のばら園として、平成５年に日本最大のばら園として

オープンし、当初は５００種６，３００株のばらを栽培し、現在は１，５

００種３５，０００株となっている。 

  ウ．公園の管理状況 

    ばら園の業務は行政とＮＰＯ法人で分担し、鹿屋市が植栽管理・温室管

理・管理事務所を担当で総勢４６名、ＮＰＯ法人「ローズリングかのや」

が 入園受付、切花温室の受付などを職員・パート・アルバイトで２４名

が従事している。また、「ばら祭り」などソフト事業担当として、鹿屋市

の都市政策課職員４名と嘱託職員１名が従事している。 

  エ．入場者数について 

    開園当初の平成１８年は１５万７，１５５人で平成２２年は口蹄疫の

被害が拡大し、７万６，５０６人と観光客減少、平成２８年は熊本地震で

７万９，３１８人と観光客減少、平成２９年では、９万１，１０５人とな
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っている。月別では、５月が最も多く、ばらの開花時期で年間来場者数の

４分の１で、７～８月・１～２月などは最も入園者が少ない。 

  オ．ばらを活かしたまちづくり計画 

    平成２６年６月に策定し、平成３０年５月改訂、策定主体として、ばら

を活かしたまちづくり計画推進委員会を（商工会議所・観光協会・まちづ

くり鹿屋・旅館業組合など１０名）構成されて、「鹿屋市」、「ばらを活か

したまちづくり計画推進委員会」、「ローズリングかのや」の３者が中心と

なって相互に連携し、市民や企業、学校などと協力して事業を推進してい

る。また、ばら祭り、植栽教室、薔薇の植栽を行なう学校・企業・町内会

を支援して、フォトコンテスト、お土産品などの開発支援もしている。 

  カ．今後の課題 

    ばら園へのアクセスが不便で、県道の拡張などが必要であり、また、８

㏊のばら園は高齢者などには負担となり、コンパクトに整備し、インパク

トを与えるような植栽が必要であるとのこと。 

 

③ 総評 

    鹿屋市の人口 10 万人で、大隅半島の中核となる都市である一方、かつ

て存在していた鉄道は廃線となり、バスによる交通が主となっている。 

   そのような状況の中で、観光の目玉となるように「ばら園」が開設され、

入園者数約 10 万人を呼び込んでいる。豊川市においては豊川稲荷という

観光スポットを持ち、その観光客数も鹿屋市以上の数となっている。しか

し、月別の観光客数の変動から、豊川市では一月に集中し、鹿屋市では五

月に集中するという共通の課題を持っていた。鹿屋市については、秋の

「ばら祭り」にライトアップを行うなど努力をしていた。 

   市民との協同、まちづくりという観点からは鹿屋市は、直接的に「ばら」

と関係性がある市ではなかったが、平成 5 年に行政のリーダーシップで

「ばら園」を整備し、「ばらのまち鹿屋」の第一歩を踏み出している。 

   全国的な知名度も上昇してから「ばらを活かしたまちづくり計画」を策定

し、まち全体を巻き込んでの取り組みとなっており、道路の脇への植栽や

植栽教室（家庭菜園のばらを増やす）など、ばら園の外でも楽しめる仕掛

けをつくっているのはぜひ参考にしたい。企業や学校にも協力してもら

う事で、より一層まち全体のブランディングになっている。 

 

 

 （２）商店街の活性化について 

  ① 本市の状況 
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   本市の商店街の数も平成１３年度１３地区にあったが、全国的な状況と

同様、大型店の進出やモータリゼーションの進展、後継者難などにより、解

散を余儀なくされた地区もあり、現在では５地区のみとなっています。残っ

ている地区も豊川稲荷に近い地区がほとんどです。（豊川商店街・豊川門前

通商店街・開運通商店街・豊川市中央商店街・本町商店街） 

本市には、日本三大稲荷の一つで初詣客を中心に多くの参拝客（約５００

万人）がある豊川稲荷があり、門前には複数の商店街があります。近年の観

光産業の多様化により、参拝客も団体旅行から個人旅行に代わってきており，

商店街の賑わいも初詣客を迎える時期やイベント開催時は大変賑わいます

が、普段はやや苦戦をしている状況が伺えます。 

   一方で豊川稲荷に近接している地区に商店街（本町商店街）が復活したと

ころもあり、新たに飲食等の店舗が開業し、飲み歩きイベントの開催や軽ト

ラ市の開催など商店街の賑わいづくりに頑張っている商店街も出てきてい

ます。商工観光課では、やる気満々商店街等事業費補助制度や商業団体等事

業費補助制度などにより商店街等の活動を支援している。 

 

  ② 先進都市の状況（宮崎県日南市） 

  ア．活性化の必要性と経緯 

    かつて宮崎県南地区最大の市街地であった油津商店街は、空き店舗や

空き地の増加、歩行者通行量や小売販売額の減少などの衰退が見られ、ま

た、隣市などへの買い物客の流出など、日南市の玄関口としての魅力の形

成やアクセスが課題となっていた。現在、日南市中心市街地活性化基本計

画（２０１２年１１月～）に基づき、平成２５年４月現市長の崎田恭平氏

（当時日本で最も若い市長）が就任してテナントミックスサポートマネ

ージャーを全国公募し、委託金額は月額９０万円で、３３３人の応募があ

り、民間人の木藤氏が就任して商店街の再生、市の商業活性化に向けて取

り組んでいる。 

  イ．中心市街地活性化基本計画と計画事業及び推進体制 

    行政主体の多世代交流施設と民間主体の屋台村の建設と運営を、株式

会社油津応援団が一体的に行う構想を揚げ、国の補助を受け、２０１５年

１１～１２月に多世代交流モール（油津 Yotten、あぶらつ食堂・４店舗、

ABRATSU GARDEN・６店舗）が開業した。これらは、長年利活用に苦慮し

ていたスーパー跡の大きな空き店舗を地元の杉を用いてリノベーション

し、広い空き地にコンテナを用いた店舗を並べ、デザイン性の高い空間を

つくることで出店意向を集め、多世代のお客様が集い、交流できる場所と

なっている。 
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ウ．今後の課題と今後の期待 

   ４ヵ年で２０店舗という数値目標が取り沙汰されていますが、 決して

そこがゴールではなく、新規出店やイベントの復活も進んではいますが、

それが最終目標ではなく、新旧の商店主がどのようにコミュニティをつく

り、まちを経営していくのかがこれからの大きな課題であり、今はその基

礎が築かれたという段階です。様々な市民のかかわりによって再生し、「も

う外部人材の力に頼らなくても大丈夫」と地元住民が自走し始めることが

目標である。 

 

③ 総評 

    油津商店街では活性化の目標が、昔と同じ商店街を再生するのではな

く、商店街に新たに現在必要とされている事業所、交流施設などを設け多

世代間のコミュニティがうまれれば、おのずと人が集まり、そこには様々

な今の時代に合った新たな商店街が形成され、そこから商店街・まちが活

性化されていくと感じられる。賑わっていた昔を取り戻すのではなく地

域の人たちが必要としている、仕事・商店・交流施設等をしっかり把握し、

地域の人の力でそれらを作り上げ新しい形の商店街というコミュニティ

を形成する見本となりました。 

 

 （３）中心市街地活性化プロジェクトについて 

  ① 本市の状況 

    本市の中心市街地活性化の取り組みとして、市を代表する観光資源で

日本三大稲荷の一つである豊川稲荷の位置する「豊川地区」の目標として

「一大観光地として往年の賑わいの復興」そして官公庁が多く立地しま

す「諏訪地区」の目標として、「商業、行政の中心としての成熟」を揚げ、

平成１１年に豊川市中心市街地商業等活性化基本計画を策定し、各種施

策の展開をしてきたが、規制緩和に伴う郊外での大型商業ビルの開店ラ

ッシュなどにより、活性化がなかなか思うように進まない状況にある。 

    第６次総合計画において、中心市街地は、「中心拠点」位置付けられ、

行政機関や公共施設、商業などの都市機能の集積する地区とされており、

特に、諏訪地区は、地理的にも本市の中心に位置していることから、市民

の利便性向上のため、さらなる都市機能の集積が必要となっている。 

本市では、市街地再開発事業により、平成１３年にオープンしたプリオⅡ

ビルに「市民プラザ」を整備し、市民の交流拠点としている。また、プリ

オビルにおいては、窓口センター、子育て支援センター、催事場、プリオ

生涯学習会館、とよかわボランティア市民活動センタープリオなど、市民



6 

 

の皆さんが集う公共施設の整備を行っており、賑わいの創出に努めている。 

 

  ② 先進都市の状況（宮崎県宮崎市） 

  ア．経緯と目的 

    モータリゼーションの進展や郊外開発等により市街地が拡散し、中心

市街地の空洞化が進み、市街地活性化のため、郊外の開発抑制と都市機能

の集約車優先から人優先のまちづくりとして、にぎわいの創出・コミュニ

ティの再生を目指し、中心市街地活性化の核施設・文化芸術によるコミュ

ニティの再生拠点として、みやざきアートセンターを設立した。 

  イ．概要 

    みやざきアートセンターは、基本計画によって平成２１年１０月１日

に誕生した文化施設です。市民が気軽に利用でき、市民活動の場として、

会議室・美術品の展示・コンサートなどができる施設で、「まちなか」の

活動拠点として宮崎市中心市街地活性化のシンボルを目指す施設です。 

  ウ．運営 

    指定管理で、指定管理者みやざき文化村（特定非営利活動法人宮崎文化

本舗＋特定非営利活動法人みやざき子ども文化センター）が行っていま

す。 

  エ．現状 

    施設の運営は、指定管理者みやざき文化村が行っており、多くの方が日

常的に文化・芸術に親しんで頂ける、展示・イベントを企画して、好評で

あり、来館者数は年平均１３６，３００人と年間目標１１万人超えている

状況です。 

 

  ③ 総評 

     宮崎市では、平成１９年５月２８日に内閣総理大臣認定の「宮崎市中

心市街地活性化基本計画」を策定し、計画に位置づけした事業を実施し

てきた。その中で市街地市開発事業として従前の宅地を統合し建物を除

去して、共同化された建物とその敷地の整備をし「みやざきアートセン

ター」が誕生した。１・2 階は地元銀行やテナントが入り、３階～６階

はアートセンターとしての展示スペースや小規模ホールなどを備えて

おり、市民が気楽に利用できる「まちなか」の文化芸術活動拠点として、

宮崎市中心市街地活性化のランドマークを担っている施設であった。 

   指定管理者はＮＰＯ法人２社が共同で担い様々な工夫がなされていると

感じた。中心市街地全体で公園化も図られておりさらには人の流れが作

られて成功事例である。 
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４ 産業建設委員会からの提言 

 

（１）ばらを活かしたまちづくりについて 

  今回、かのやばら園を視察して、地域に根差していたわけでもない、薔薇を

特色ある公園づくりのために「ばら」を選んだとのことで、豊川市では生産量

日本一のブランドを全国に売り出し、このバラを活かした「とよかわフラワー

プロジェクト」組織を設置し、イベントや周知活動に取り組んでおられます。 

  本市には、年間来場者４０万人以上の方が訪れる、赤塚山公園がありますが、

その敷地内に１５０種類のばらの温室を設置して、「とよかわバラ」のＰＲ・

公園の集客増につながる施策として、本市も取り組まれはいかがでしょうか。 

 

（２）商店街の活性化について 

  日南市油津商店街に伺った際、崎田恭平市長自ら、冒頭の挨拶、概略説明を

して頂き、さすが当時日本で一番若い市長で商店街活性化の取組みに本市対

しての意気込みを感じ、また、民間人の木藤氏がテナントミックスサポートマ

ネジャーとして就任、木藤氏は家族とともに他市から、転入し、この油津町民

として活動に取り組んできて、昔からいる商店街の人たちも、巻き込んでいる。 

 本市おいても、勢いのあるトップセールスを期待したい。 

 

（３）中心市街地活性化プロジェクトについて 

  宮崎市の中心市街地活性化プロジェクト「みやざきアートセンター」を是非

参考にして頂き、本市においては諏訪地区にある、プリオビルをさらなる都市

機能の集積を進めて頂きたい。 
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別紙 

 

＜調査経過＞ 

 

平成３０年６月２２日（金） 

打ち合わせ会（視察項目・日程について委員長一任） 

 

日程：８月１日（水）～８月３日（金） 

項目 

・ばらを活かしたまちづくり・・・・・・・・鹿児島県鹿屋市 

・「商店街の活性化」・・・・・・・・・・・・・宮崎県日南市 

・「中心市街地活性化プロジェクト」・・・・・・宮崎県宮崎市に決定 

 

 

平成３０年８月１日（水）～８月３日（金） 

視察の実施 

１日 鹿児島県鹿屋・ばらを活かしたまちづくりについて 

     鹿屋市霧島が丘公園内のばら園にて 

２日 宮崎県宮崎市・商店街の活性化について 

     日南市油津商店街にて 

３日 宮崎県宮崎市 中心市街地活性化プロジェクトについて 

     宮崎市 みやざきアートセンターにて 

 

平成３１年３月８日（金） 

打ち合わせ会 「産業建設委員会所管事務調査報告書について意見交換」 

 


